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 [授業の概要・目的]
本授業では、日本をテーマにした論文を作成するために必要な資料の収集や扱い方を指導し、論文
作成の方法を個別に指導していく。
第I期に選定し、問題提起を行ったテーマを探究し、深めながら、最終的に修了研究論文としてま
とめる。

 [到達目標]
各自のテーマに沿って文献調査やフィールドワークなどを行い、修了論文を作成し、提出する。

 [授業計画と内容]
第II期（4月～７月）は、第I期に選定したテーマをもとに、論文の構成を考え、実際に文章化して
いく作業にあてる。この期の指導は原則として個別に行なう。
4月下旬に修了研究中間発表会を、７月下旬に最終発表会を行なう。
7月下旬までに第一稿を提出する。
発表会および論文の提出に関する日程の詳細は、初回の授業で指示する。

 [履修要件]
日本語・日本文化研修生専用科目として開講する。

 [成績評価の方法・観点]
以下の通りに評価する。
　授業活動への参加度合：30％
　中間発表：30%
　最終発表・修了研究論文第一稿：40％
なお、演習科目であるため出席を重視する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
各学生には論文作成スケジュールに沿って、選定した研究テーマに関わる文献調査や実態調査、分
析、考察などを行うことが求められている。各週その進捗状況を報告し、論文作成を段階的に進め
ていく。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


